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2025 年 4月 15 日 

各  位 

                            会 社 名 菊 水 化 学 工 業 株 式 会 社 

                           代表者名 代表取締役社長  今井田 広幸 

                    (コード番号  ７９５３ 東証スタンダード 名証メイン） 

                       問合せ先  常務取締役 管理本部長 遠山 眞樹 

                                    ＴＥＬ   052－300－2222 

 

業績予想の修正及び配当予想の修正（創業 65 周年記念配当）に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、2024 年 5 月 14 日に公表しました「2024 年 3 月期 決算短信〔日

本基準〕(連結)」において、2025 年 3 月期の通期連結業績予想及び 2025 年 3 月期期末の配当予想について、

下記の通り修正する旨を決議いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

１. 業績予想の修正について 

（1）2025年3月期 業績予想について 

 （2024年4月1日～2025年3月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 24,000 780 798 424 33.75 

今回予想 (B) 21,300 470 532 262 20.82 

増減額(B-A) △2,700 △310 △266 △162 ― 

増減率(％) △11.3 △39.7 △33.3 △38.2 ― 

(ご参考)前期実績 

(2024 年３月期) 
22,392 554 635 376 29.98 

 

（2）修正理由 

 当社グループの売上高につきましては、物価高の影響による消費者のマインド変化により、新築住宅の

着工棟数が減少し、塗り替え市場においても低迷が予想以上に長びいていることで、国内における製品販

売及び工事の受注が減少し、前回発表予想を下回る見込みとなりました。 

 また、利益面につきましては、原材料及びエネルギー価格増加への対応として、得意先の理解を得なが

ら価格改定による収益改善に努めましたが、上記による売上高減少の影響と、今期実施した基幹システム

の移行に伴うシステム障害の経費が増加したことで、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純

利益において、前回発表予想を下回る見込みとなりました。 

当社グループを取り巻く事業環境は、依然として先行き不透明な状況が続いておりますが、環境に配慮

した付加価値製品の普及・提案により、建物や構造物の長寿命化対策の一翼を担う営業活動を推進すると

もに、徹底した経費削減活動を継続し、企業価値の向上に努めてまいります。 
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２. 配当予想の修正について 

 

（1） 修正内容 

 年間配当金 

第 2 四半期末 期末 合計 

前回予想 ― 9 円 00 銭 

（普通配当 9 円 00 銭）

16 円 00 銭 

（普通配当 16 円 00 銭）

今回修正予想 ― 10 円 00 銭 

（普通配当 9 円 00 銭）

（記念配当 1 円 00 銭）

17 円 00 銭 

（普通配当 16 円 00 銭）

（記念配当 1 円 00 銭）

当期実績 7 円 00 銭 

（普通配当 7 円 00 銭）

  

前期実績 

（2024 年 3 月期） 

7 円 00 銭 

（普通配当 7 円 00 銭）

9 円 00 銭 

（普通配当 9 円 00 銭）

16 円 00 銭 

（普通配当 16 円 00 銭）

 

（2） 修正の理由 

当社は、2024 年度に創業 65 周年を迎えることができました。これもひとえに株主の皆様をはじ

め、関係各位のご支援の賜物と心より感謝申し上げます。 

 2025 年 3 月期は当初の業績予想を下回る厳しい結果となりましたが、株主の皆様へ感謝の意を表す

るため、2025 年 3 月期の期末配当において、普通配当については当初予定のとおりとし、それに加え

て 1 株当たり 1 円の記念配当を実施することといたしました。これにより、2025 年 3 月期の期末配当

予想は、1 株当たり 10 円（普通配当 9 円、記念配当 1 円）に修正いたしました。 

 

（注）本資料に記載している予想数値は、公表日現在において入手可能な情報から得られた判断に基づいてお

り、実際の業績は様々な要因により上記予想数値と異なる可能性があります。  

以 上 


